
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立春岡小学校 ）     学校番号 064                            
目 指 す 学 校 像 人間尊重を基盤とし、豊かな心とたくましい体をもち、自ら学びを創造する子どもの育成        

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律化と個別最適化・探究化の推進による主体的・対話的で深い学びの実現 
２ 教育支援、相談体制の充実、教育環境の整備による安心・安全な学校づくりの推進 
３ コミュニティ・スクール実施校（１年目）としての取組の推進 
４ 教職員が心身ともに健康で自信と責任をもって働ける職場環境(Well-being)の整備 

（学力向上） 

（安心・安全） 

（地域に開かれた学校づくり） 

（教職員の資質向上） 

 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 
○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも
全国、市の平均正答率と比べ概ね良好な結果で
ある。また、無回答率についても良好な結果と
なっている。 

○全国学力・学習状況調査では、「ICT 機器の学
習利用」の各質問に肯定的な回答をした児童の
割合は、市平均を上回っている。 

【課題】 
○全国学力・学習状況調査では、特に、国語の
「読むこと」及び算数の「データの活用」等、
読解力に関する設問について課題が見られる。 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、「自分で計画を立てて勉強している」「学
校の授業時間以外の１日当たりの勉強時間」に
ついて、課題が見られる。 

・学びの自律化
に向けた情報
端末の活用、
授業改善 

 
 
 
 
 

①スタディサプリ、ドリルパークなどの
学習への取組状況を基に学習相談を実
施し、児童が目標をもって学習できる
ようにする。 

②全国学力・学習状況調査について、児
童が自己採点を行い、その結果をタブ
レット端末上のシートに入力すること
で、児童が自らの学習状況を把握でき
るようにする。 

①児童に対して学期に１回以上、学習へ
の取組状況を基に学習相談を行うこと
ができたか。 

 
②学校自己評価アンケート「めあてをも

って取り組む」に係る項目において肯
定的に回答する割合が 85％以上とな
ったか。 

 

 

 

 

  

・学ぶ楽しさを
味わうことが
できる探究的
な学びの創造 

 
 
 

①地域(3 年)、福祉(4 年)、メカトロウ
ィーゴ(5・6 年)を核とし、STEAMS、
SDGsを関連付けた探究的な学びを行う
単元を創造する。 

②小学校金融経済教育の取組を通して、
社会科、家庭科、道徳科等で教科等横
断的、探究的な学びの充実を図る。 

①学校自己評価アンケート「探究的な学
び」に係る項目において肯定的に回答
する割合が80％以上となったか。 

 
②学習後の児童アンケート「金融リテラ
シー」に係る項目において肯定的に回
答する割合が80％以上となったか。 
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【現状】 
○全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのは楽しい」の質問に肯定的な回答をした児
童の割合は、全国、市平均と同程度である。 

○昨年度、施設設備の不備等が主な原因と考えら

れる児童のけがは発生していない。学校管理下

のけがで医療機関を受診した件数は５９件であ

った。 
○昨年度、下校中及び放課後における自動車との
接触事故が３件発生した。（飛び出し） 

【課題】 
○コロナ禍において、学習や生活の制限によるス
トレス、先行きの不透明感等が児童の心に大き
な影響を与えている。今後も児童の状況を的確
にとらえ、組織的に適時、適切に支援していく
必要がある。 

○施設設備の安全点検を確実に行うとともに、児
童が自ら危険を予測したり、安全に行動したり
する力をはぐくむことが課題である。 

 
 

・児童へのきめ
細やかな学習
指導、教育支
援・教育相談
に向けた校内
体制の充実 

 
 
 
 

①「人間関係プログラム」「『いのちの
支え合い』を学ぶ授業」等の体験的
な学びを系統的に行い、人とのかか
わり方、相談に係る知識、スキルの
向上を図る。 

②アンケートを月１回実施し、要配慮児
童の面談を実施する。必要時に校内
委員会を開催し迅速な方針決定・組
織的対応を行う。積極的に外部専門
機関との連携を図る。 

①学校自己評価アンケートの関連する項
目において肯定的な回答の割合が90％
以上となったか。 

 
 
②学校自己評価アンケートの関連する項
目において肯定的な回答の割合が90％
以上となったか。 

 
 

   

  ・安全で整備さ
れた教育環境
の提供と児童
の安全意識の
向上 

 
 
 
 
 
 

①安全点検(日常・毎月)と迅速な修繕
(学校対応概ね１週間以内)を基盤に
安全な教育環境整備を進める。 

②通学班会議・一斉下校・交通安全教
室・自転車運転免許講習【交通】、
避難訓練・引渡訓練【防災】、安心
教室【防犯】、ケータイ・スマホ安
全教室【情報モラル】、けがマップ
作成【生活】、ASUKA モデル【生命】
等、児童が安全について主体的に考
える体験的な学びを充実する。 

①学校自己評価アンケート「教育環境」
に係る項目において、肯定的に回答す
る割合が 90％以上となったか。 

②学校自己評価アンケート「健康・安
全」に係る項目において肯定的に回答
する割合が 90％以上となったか。 
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【現状】 
○昨年度、コミュニティ・スクール準備校とし
て、準備委員会で目指す児童の姿について熟議
を行った。「あいさつ」「コミュニケーショ
ン」「思いやり」「行動力」をキーワードとし
て確認した。 

【課題】 
○昨年度に確認した目指す児童の姿について、学
校運営協議会で熟議を深め、目標の共有、テー
マづくり、家庭、地域、学校の役割分担及び協
働体制の確立を行う必要がある。 

○テーマの実現に向けた方策を定め、取組の推進
に向けた一歩を踏み出すことが必要である。 

・持続可能なコ
ミュニティ・
スクールの構
築の推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①学校公開、参観懇談、学校行事公開、
学校 Web ページ、学校安心メール、
YouTube 等、多様な機会、媒体で「目
指す学校像」「目指す児童像」「教育
活動」等の情報を積極的に発信して共
通理解、連携を深める。 

②学校運営協議会で熟議を継続し、地域
で共有できる持続可能な目標、取組を
設定する。 

③コミュニティ・スクールについての情
報を随時発信し、保護者、地域、教職
員へ周知をするとともに、役割分担、
協働しながら取組を推進する。 

①学校自己評価アンケート「学校教育目
標」「目指す児童像」に係る項目にお
いて肯定的に回答する割合が85％以上
となったか。 

 
 
②熟議を通して、持続可能な目標、取組
を設定することができたか。 

 
③学校自己評価アンケート「コミュニテ
ィ・スクール」に係る項目において肯
定的に回答する割合が80％以上となっ
たか。 
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【現状】 
○タブレット端末をはじめとしたICTの活用方法に
ついて、エバンジェリストが中心となり研修を
重ね、GIGAスクール構想を推進してきた。 

○ベテラン、中堅の教職員が学年や分掌組織にお
いて核となり、学校の教育力の維持向上、教育
活動の推進の原動力となっている。 

【課題】 
○ICTの活用について、教員間でスキル、取組の差
が見られる。継続的に学ぶことができる環境が
必要である。 

○高学年教科担任制、STEAMS教育、SDGs教育等の
新たな取組について研究、研修を進め、授業改
善に取り組んでいく必要がある。 

・一人ひとりが
スキルアップ
を図り、力を
発揮すること
ができる教職
員研修の推進 

 
 
 
 
 
 
 
 

①校長、教頭による授業訪問を計画的に
実施し、年次や経験等に応じて「新さ
いたま市の授業づくり」「キャリアｎ
avi」等に基づいた指導助言を行う。 

②初任者研修、年次研修、学校課題研
修、教育委員会指導訪問等を活用して
教員同士が学び合う場を充実させる。 

③GIGAスクール構想の推進に向けエバン
ジェリストによる研修、授業公開等を
実施し、ICT を効果的に活用する授業
を探究、実践する。 

 
 
 

①「よい授業」アンケートにおいて学校
の課題となる因子の得点が向上した
か。 

 
②全教員が自らの目標に向けて授業改善
策に取り組み、80％以上の教員が目標
達成を実感することができたか。 

③全教員が「主体的・対話的で深い学
び」の実現を目指し、日常的にICTを
活用しているか。 

 
 
 
 

 

 

 

  

 


